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えびの市制施行40周年

ありがとう！
夢をつないで 40 年
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日
現
在
）
で
は
34
・
44
％
と
市
民
3
人
に

1
人
が
65
歳
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

え
び
の
市
の
基
産
業
で
あ
る
農
業
は
、

昭
和
45
年
は
、
５
２
５
１
戸
あ
っ
た
農
家

数
が
、
平
成
12
年
は
、
３
１
５
６
戸
、
平

成
17
年
度
で
は
、
２
９
８
２
戸
と
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

肉
用
牛
の
生
産
は
、
昭
和
45
年
は
、
７

３
１
４
頭
、
平
成
12
年
は
、
２
万
２
０
０

頭
、
平
成
18
年
は
、
２
万
５
９
０
０
頭
と

増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
経
営
規
模

の
拡
大
や
企
業
畜
産
の
参
入
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

　　

写
真
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
次
の
ペ
ー

ジ
か
ら
は
、
40
年
前
と
今
、
ど
の
よ
う
な

変
化
が
あ
っ
た
の
か
振
り
返
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
の
え
び
の
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
も
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　　

昭
和
41
年
11
月
3
日
に
飯
野
町
、
加
久

藤
町
、
真
幸
町
の
3
町
が
合
併
。「
え
び

の
町
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
4

年
後
の
昭
和
45
年
12
月
1
日
に
市
制
を
施

行
し
「
え
び
の
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

え
び
の
町
誕
生
後
、
昭
和
43
年
2
月
21

日
の
え
び
の
地
震
を
乗
り
越
え
て
、
え
び

の
市
の
誕
生
で
し
た
。

　

人
口
の
推
移
で
え
び
の
市
を
見
る
と
、

昭
和
45
年
は
、
２
万
８
９
７
２
人
（
昭
和

45
年
国
調
）
だ
っ
た
人
口
が
、
平
成
12
年

は
、
２
万
４
９
０
６
人
（
平
成
12
年
度
国

調
）、平
成
22
年
は
、２
万
１
４
５
２
人（
平

成
22
年
11
月
1
日
現
在
）
と
年
を
追
う
ご

と
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
率
は
、
昭
和
45
年
が
10
・
6
％

に
対
し
、
平
成
22
年
（
平
成
22
年
4
月
1

40
年
の
軌
跡

昭
和
45
年
に
え
び
の
市
が
誕
生
し
て
か
ら
今
年
で
40

年
を
迎
え
ま
す
。
え
び
の
市
誕
生
か
ら
現
在
ま
で
の

動
き
を
、
写
真
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

【
え
び
の
市
誕
生
】

【
統
計
デ
ー
タ
で
み
る
40
年
】

【
そ
れ
ぞ
れ
の
歩
み
】

えびの市 40 年のあゆみ
年　月　日 西暦 できごと

昭和
41 年 11 月 3日 1966 飯野・加久藤・真幸の 3町が合併し、

「えびの町」誕生
43 年 2月 21 日 1968 えびの地震起こる（被害額 65 億円）
45 年 12 月 1日 1970 市制を施行「えびの市」誕生

47 年 7月 6日 1972 まさき山津波発生（死者 4人、被害額
24 億円）

48 年 6月 18 日 1973 市民憲章制定

51 年 3月 4日 1976 九州縦貫自動車道（宮崎線えびの～
高原間 28.5 ㎞）開通

53 年 12 月 1日 1978 市の木「きりしまあかまつ」
市の花「えびね」を制定

54 年 10 月 15 日 1979 第 34 回国民体育大会弓道競技開催
55 年 2月 1日 1980 えびの市民歌・えびの音頭を制定

56 年 10 月 1日 1981 九州縦貫自動車道（鹿児島線えびの
～栗野間 15.7 ㎞）開通

56 年 12 月 20 日 1981 陸上自衛隊えびの駐屯地開設
58 年 11 月 3日 1983 第 1回「ふるさと市民文化祭」開催
59 年 10 月 27 日 1984 総合文化施設建設起工式
60 年 12 月 21 日 1985 文化センター完成
63 年 7月 30 日 1988 第 1回「田の神さあおどり大会」開催
平成
3年

5月 1日 1991 白鳥森林公園オープン

3年 11 月 2日 1991 海上自衛隊潜水艦用超長波（VLF）送信
所完成

4年 8月 2日 1992 全国高等学校総合体育大会女子バレ
ーボール競技開催

5年 8月 6日 1993 記録的集中豪雨による堂本井堰崩壊
湯田橋一部欠落

5年 11 月 25 日 1993 九州縦貫自動車道加久藤トンネル開
通

6年 4月 21 日 1994 えびの市国際交流センター開館
（ベルトン市と姉妹都市締結）

6年 5月 20 日 1995 えびの市民図書館・歴史民俗資料館
完成

7年 7月 27 日 1995 九州縦貫自動車道全線開通

8年 4月 1日 1996 飯野・加久藤・真幸 3商工会が合併
「えびの市商工会」発足

9年 8月 5日 1997 美化センター・一般廃棄物最終処分
場完成

10 年 11 月 5日 1998 日米共同訓練実施（霧島演習場）

11 年 3月 27 日 1999 高齢者住宅福祉機能施設「ふれあい
館」完成

12 年 7月 4日 2000 真幸地区向江排水機場完成
13 年 4月 26 日 2001 えびの IC ～えびの PA間 4車線完成
13 年 7月 11 日 2001 ベルトンオートキャンプ場オープン
14 年 4月 1日 2002 えびの市女性消防団発足
16 年 7月 20 日 2004 新上真幸橋開通
16 年 8月 4日 2004 みやまきりしまロード開通
17 年 9月 6日 2005 台風 14 号上陸（被害額約 4億円）
18 年 3月 15 日 2006 グリーンパークえびのオープン
18 年 4月 18 日 2006 狗留孫大橋開通

18 年 7月 21 日 2006 記録的大雨 7月豪雨災害（被害総額
14 億 3,419 万円）

19 年 2月 20 日 2007 霧島演習場に市街地訓練場完成
22 年 4月 28 日 2010 市内で口蹄疫が発生
22 年 9月 14 日 2010 霧島山が日本ジオパークに認定

昭和 45年 12 月 1日、万歳三唱で新市の誕生を祝う

昭和 43 年 2月 21 日、えびの地震で倒壊した家屋

昭和 47 年 7月 6日、まさき山津波の被害を受けた真幸駅

平成 5年 11 月 25 日、九州縦貫自動車道加久藤トンネル開通

平成 18 年 3月 15 日、グリーンパークえびのオープン

え
び
の
市
誕
生
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❸

❷

❹

❺

❼

❽

❶

河
川
敷
ス
タ
ー
ト
の
八
幡
丘
公
園（
昼
食
）

折
り
返
し
で
、
健
脚
コ
ー
ス
が
55
・
5
キ

ロ
、
一
般
コ
ー
ス
が
39
キ
ロ
で
、
市
内
外

か
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

昭
和
61
年
8
月
20
日
、
踊
っ
て
語
っ
て

燃
え
た
、
ヤ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
白

鳥
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

夏
の
夜
を
市
民
総
出
で
楽
し
ん
で
も
ら

い
、
市
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
青
年
連

絡
協
議
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
市
民
約

４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

全
員
で
輪
に
な
っ
て
踊
っ
た
り
、
夜
遅

く
ま
で
21
世
紀
の
え
び
の
を
語
り
合
う
な

ど
田
の
神
さ
あ
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　　

平
成
2
年
1
月
1
日
、
白
鳥
神
社
初
詣

力
自
慢
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

白
鳥
神
社
に
伝
わ
る
大
砲
の
弾
を
肩
ま

で
持
ち
上
げ
る
も
の
で
、
多
く
の
参
拝
者

が
挑
戦
。
5
人
の
方
が
見
事
に
成
功
し
ま

し
た
。

　　

昭
和
49
年
4
月
14
日
、
総
事
業
費

3
億
８
３
３
０
万
円
、
新
庁
舎
の
落
成
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
落
成
と
同
時

に
「
市
旗
・
市
章
」
も
制
定
さ
れ
、
え
び

の
市
の
第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
こ
の
落
成
を
祝
っ

て
、約
２
０
０
０
人
の
観
客
が
つ
め
か
け
、

40
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
西
郷
区
の
「
三
段

打
分
け
」
を
始
め
、
数
々
の
郷
土
芸
能
や

民
謡
、
舞
踊
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

昭
和
55
年
4
月
17
日
、
加
久
藤
中
学
校

の
体
育
館
で
初
め
て
の
「
え
び
の
音
頭
」

の
踊
り
の
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
に
は
、
市
民
の
参
加
者
ら
約

１
０
０
人
が
集
ま
り
、
2
時
間
み
っ
ち
り

と
指
導
を
受
け
、
参
加
者
全
員
が
マ
ス

タ
ー
し
ま
し
た
。

　

昭
和
58
年
9
月
18
日
、
え
び
の
市
で
初

の
「
宮
崎
県
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ラ
リ
ー
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
、
真
幸
ぜ
き

　　

平
成
6
年
11
月
6
日
、
え
び
の
の
大
自

然
と
農
業
の
す
ば
ら
し
さ
を
感
じ
よ
う
と

Ｎ
Ｅ
Ｗ
じ
ょ
い
ふ
る
田
ん
ぼ
・
え
び
の
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

池
島
橋
南
側
田
ん
ぼ
を
会
場
に
家
族
づ

れ
ら
１
５
０
０
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
7
月
8
日
、
矢
岳
高
原
ベ
ル

ト
ン
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
で
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
キ
ャ

ン
プ
場
は
、
7
月
1
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
完
成
の
記
念
と

施
設
の
公
開
を
兼
ね
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
カ
ン
ト
リ
ー
ウ
エ

ス
タ
ン
バ
ン
ド
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
ア
メ
リ
カ
の
雰
囲
気
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
8
月
か
ら
え
び
の
で
「
美
し

い
夏
キ
リ
シ
マ
」
の
映
画
の
ロ
ケ
が
市
内

各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
に
は
、
延
べ
１
０
０
０
人
の

エ
キ
ス
ト
ラ
が
出
演
し
ま
し
た
。
約
半
数

が
え
び
の
市
民
で
す
。
そ
の
内
兵
隊
役
で

は
延
べ
４
０
０
～
５
０
０
人
が
出
演
し
ま

し
た
。 写

真
で
振
り
返
る

え
び
の

【
装
い
新
た
に
新
庁
舎
①
】

【
み
ん
な
で
踊
っ
た
え
び
の
音
頭
②
】

【
白
鳥
が
燃
え
た
④
】

【
力
自
慢
が
集
結
⑤
】

【
え
び
の
市
初
の
大
会
③
】

【
収
穫
の
秋
に
感
謝
⑥
】

【
ア
メ
リ
カ
の
楽
し
さ
を
高
原
に
⑦
】

【
え
び
の
が
撮
影
の
舞
台
に
⑧
】

①旧庁舎と新庁舎
②加久藤中学校でのえびの音頭練習
③えびの市初サイクリングラリースタート
④白鳥で開催されたヤングフェスティバル
⑤白鳥初詣力自慢大会で力自慢に挑戦する参拝者

❻
⑥NEWじょいふる田んぼでの綱引き大会
⑦矢岳高原ベルトンオートキャンプ場オープニング
⑧「美しい夏キリシマ」に出演した市内のエキストラ



道
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歩み
江藤正道さん（農家）59 歳

　現在の場所に飲食店を構えるように
なったのは、昭和 53 年からです。昭和
42 年に父親の後を継ぎました。
　大相撲の巡業が市に来た時は、力士の
食べっぷりに、本当に驚かされました。
　当時と今を比べると、店数の減少や官
公庁の出先機関などがなくなり、加久藤
の町も寂しくなりました。

西吉道彦さん（飲食業）63 歳

　高校を卒業し、跡を継いで農業を始め
ましたが、収入が少なく会社勤めも農業
もしてきました。本格的に農業を始めた
のが 20 年ぐらい前からです。当時は農
業経営も苦しかったです。一番の苦労は、
1人娘である妻をもらいに行く事でした。
　今は、息子も手伝ってくれています。
これからも元気で頑張りたいです。

堀義治さん（農家）63 歳

　昭和 26 年に結婚し、西内竪の開拓を
夫と一緒に行ってきました。来年で 60
年になります。原野を開くときは手作業
で、出てきた石を積んでは堀り、積んで
は掘りで大変でした。
　夫も私も高齢で、棚田の管理など、難
しくなるかもしれません。夫婦二人で元
気が続く限りやっていきたいです。　　

熊本ハツ子さん（農業）79 歳

遠目塚光治さん（製材業）61 歳

　今は、機械化が進み給油は簡単になり
ましたが、手動でガソリンの給油を行っ
た時もありました。オイルショックの時
などは、朝 7時に開店し、朝 10 時に閉
店をしました。昔と今を比べると今の方
がガソリンの値段が週単位で変動し大変
です。元気が続く限り、地域に根ざした
仕事をしていきたいと思います。

迫田黙太郎さん（石油小売業）64 歳

　昭和 27 年の結婚を機に、教職員を辞
め、農業をしていました。
　ちょうど 40 年前には、たまたま臨時
講師の話があり飯野小学校に勤務してい
ました。当時は車がなくバス通勤で大変
でした。
　今は、同僚だった朝倉先生と年賀状の
やり取りをしています。

下原サミさん（主婦）83 歳

当時の 1分団 7部での団員との写真（右下）

米価引き上げ運動を行う江藤さん

現在の場所に移転した時の店舗

会社勤めをしていた時、旅行で行った鹿児島

家の前でニワトリと

トヨタ自動車で働いていたころの迫田さん

市が市制 40 周年を迎えると同様、えびの市民も
40 年の歩みを重ねてきました。ここでは、いろい
ろな業種の市民に 40 年前と現在を当時の写真と
ともに語ってもらいました。

道　20 歳の時、親の跡を継ぎ農業を始め
ました。養豚、養蚕を行い現在は生産牛
を行っています。当時を振り返るといろ
いろな苦労があり、夫婦二人三脚で乗り
越えてきました。大きな病気もなくやっ
てこられたのは、妻のお陰

かげ

です。体の続
く限り農業を続けたいです。今後は、都
城にいる息子に後を継いでもらえれば…

　消防団に入団するきっかけは、先輩の
誘いもありましたが、えびの地震を経験
した事が決め手です。今では、消防団歴
43 年になります。
　ここまでやって来られたのは、いろい
ろな人との出会いや家族の支えがあった
からこそです。今後も消防団活動を通じ
地域に貢献していきたいと思います。
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休み時間中に撮った写真（写真中央）
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市
で
は
、「
あ
り
が
と
う
！
夢

を
つ
な
い
で
40
年
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
市
制
40
周
年
を
盛
り

上
げ
る
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

は
、
え
び
の
市
が
市
制
施
行
40
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
先
人
や
多
く
の
方
々
の
が
ん

ば
り
が
あ
っ
た
お
か
げ
。
そ
れ
に

対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
。そ
し
て
、

先
人
が
つ
な
い
で
き
て
く
れ
た
夢

を
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
へ
と
つ
な

げ
て
行
こ
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
制
40
年
と
共
に
そ
れ
ぞ
れ
の

道
を
40
年
間
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
方

の
話
は
、
未
来
へ
の
バ
ト
ン
と
し

て
。「
未
来
の
わ
た
し
」
と
し
て

夢
を
話
し
て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
こ
れ
か
ら
そ
の
バ
ト
ン
を
未

来
へ
つ
な
い
で
い
く
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
走
っ
て
い
き
ま
す
。

　

え
び
の
市
は
、
誕
生
し
て
ま
だ

40
年
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
市
制

50
年
、
60
年
に
向
け
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
共
に
一
歩
一
歩
、
歩
み
続

け
ま
す
。

　

市
制
施
行
40
周
年
記
念
式
典

　
【
期
日
】
11
月
28
日
（
日
）

　
【
時
間
】
午
前
10
時
～

　
【
場
所
】
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　父がパソコンなどをつなぐのを見て、
すごいなと思い、将来、車や機械などを
開発する職業になれたらいいなと思って
います。具体的には決まっていません。
中学校、高校へと進学し、本当に就きた
い職業を見つけていきたいと思います。
　えびのは米もおいしく、自然豊かで、
人も温かいところです。そんなえびのが
僕は好きです。将来は、えびのに帰って
来て仕事をやっていきたいです。

本田瑛之 　さん
［尾八重野分校 6 年］

　家が畜産農家をしています。今回の
口
こうていえき

蹄疫で口蹄疫の恐ろしさなどいろいろ
な事を学びました。僕は、将来獣医師に
なりたいと思います。獣医師になり口蹄
疫のワクチンなど開発できたらと思いま
す。また、えびのを中心に活動できたら
と思います。それは、緊急事態にすぐ駆
けつけることができるからです。今は勉
強が苦手ですが、少しでも夢に近づける
ようがんばりたいと思います。

宮原佑輔さん
［上江中学校 2 年］

　父親が養鶏をやっているので将来は父
親の跡を継ぎたいと思います。跡を継い
で親孝行をたくさんしたいと思います。
　学校の登下校でいろいろな人があいさ
つをたくさんしてくれます。そんな温か
い人がたくさんいるえびのが好きです。
　10 年後のえびの市は、子どもがたく
さんいるまちになってもらいたいです。
たくさん子どもがいれば、それだけ多く
の友達ができるからです。

岡園隆暉 　さん
［真幸小学校 6 年］

　私は、将来看護師になりたいです。私
は 6 歳の時、がんという病気でお母さ
んを失いました。お母さんと同じ病気を
持つ人たちを、1人でも多く助けてあげ
たいと思っています。6歳のころから将
来看護師になろうと決めています。
　えびのは、自然豊かで温泉があり、景
色や星がきれいで、多くの人が住みたく
なるような市です。私も 10 年後はえび
ので看護師になれていたらと思います。

小畑晴奈 　さん
［加久藤中学校 3 年］

山下千穂 　さん
［飯野小学校 6 年］

　小学校 5 年生の時から、私は保育士
になりたいと思っています。小さい子ど
もが好きで、休み時間など下級生と一緒
に遊ぶのが好きです。保育士になれたら
みんなから慕われ、笑顔が絶えない先生
になりたいです。
　自然豊かなえびのが好きです。将来は、
えびので保育士の仕事ができればと思い
ます。また、お店などが少ないのでもう
少し増えてればと思います。

　私は、テレビでスポーツ選手や医師が
子どものために何かをするドキュメンタ
リー番組を見て、私もそういう人になれ
たらいいなと思っています。今は具体的
にこの職業とは決まっていませんが、子
どもに夢を与えることのできる仕事に就
きたいと思っています。
　えびので生まれ育ち、えびのは安心で
きるところです。10 年後は、えびので
働ければと思います。

田中景子 　さん
［飯野中学校 3 年］

〔未来のわたし〕
i n t e r v i e w

市制 40 周年から次の市制 50 周年に向け、将来のえびの市を担う子どもたちに、将来の夢やこの先（10 年後）
のえびの市像について話を聞きました。
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今
回
の
物
産
フ
ェ
ア
は
、
口
蹄

疫
の
終
息
宣
言
後
、
順
調
に
復
興

し
て
い
る
こ
と
を
全
国
に
情
報
発

信
す
る
こ
と
と
、
え
び
の
市
の
農

畜
産
物
や
物
産
品
、
観
光
資
源
を

宣
伝
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。

　

え
び
の
市
単
独
で
大
都
市
で
の

物
産
フ
ェ
ア
開
催
は
初
め
て
で

す
。
市
の
ほ
か
、Ｊ
Ａ
え
び
の
市
、

え
び
の
市
物
産
振
興
協
会
、
え
び

の
市
観
光
協
会
、
え
び
の
市
商
工

会
、
近
畿
在
住
え
び
の
市
出
身
者

な
ど
、
多
く
の
方
々
の
協
力
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。　
　

→

　

口
蹄
疫
復
興
支
援
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
社
大
阪
本

社
お
よ
び
ス
ポ
ニ
チ
プ
ラ
ザ
大
阪

か
ら
は
、
同
会
場
を
無
料
で
貸
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

も
、
物
産
フ
ェ
ア
の
成
功
の
大
き

な
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

15
日
に
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
同
実
行
委
員

会
の
迫
田
黙
太
郎
実
行
委
員
長
が

「
宮
崎
県
で
は
、
４
月
か
ら
口
蹄

疫
で
大
変
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。し
か
し
、市
民
一
丸
と
な
っ

て
防
疫
対
策
な
ど
に
取
り
組
み
、

お
か
げ
で
復
興
対
策
も　
　
　

←

　
　
　
　
　

大
阪
市
で『
が
ん
ば
る
え
び
の
市
物
産
フ
ェ
ア
』開
催

え
び
の
の
元
気
を

大
阪
で
発
信

　宮崎県は食べ物がおいしい印象です。
米の試食や焼酎の試飲をしましたが、と
てもおいしかったです。抽選会で新米５
㎏が当たったので、帰って食べるのがと
ても楽しみです。えびの市には行ったこ
とがありませんが、霧島連山に行ってみ
たいと思いました。

山本剛士　さん・早織さんご夫妻
［来場者／大阪市在住］

『新米食べるの楽しみ。
霧島連山に行ってみたい』

　物産フェアは、私たちえびの市出身者
もお手伝いをさせてもらいました。お手
伝いする中で、私たちも故郷の元気をも
らいました。多くの方にえびのを知って
もらい、大成功だったと思います。今回
できたつながりを、今後も大切にしたい
ですね。故郷えびのを応援しています。

梶原起久子 　さん
［近畿在住えびの市出身者］

『故郷の元気感じた。
このつながりを大切に』

　大都市での市単独の物産フェアは初め
てで、不安もありましたが、関係団体一
丸となったことで大盛況となり、本当に
良かったです。えびの市を広く宣伝でき
たのではないでしょうか。反省点もあり
ますが、今後の教訓とし、今後も定期的
に開催していければいいですね。

西井民雄 　さん
［えびの市物産振興協会］

『不安もあったが大成功。
これを今後の糧に』

＊ INTERVIEW＊

係
者
は
、
人
通
り
の
多
い
と
こ
ろ

で
「
え
び
の
市
物
産
フ
ェ
ア
開
催

中
で
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
」

と
、
チ
ラ
シ
を
配
り
な
が
ら
物
産

フ
ェ
ア
を
宣
伝
。
市
制
施
行
40
周

年
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

「
み
な
ほ
」
も
一
緒
に
な
っ
て
宣

伝
を
行
い
ま
し
た
。

　

関
係
者
に
は
、
初
の
試
み
に
、

成
功
す
る
か
ど
う
か
不
安
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
３
日
間

の
来
場
者
数
は
約
３
５
０
０
人
、

２
０
０
万
円
以
上
を
売
り
上
げ
、

そ
れ
以
上
に
、
元
気
な
え
び
の
市

を
宣
伝
で
き
た
こ
と
に
手
ご
た
え

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
今
後
も
機
会
が
あ
れ
ば
物

産
フ
ェ
ア
を
各
地
で
行
い
、
え
び

の
市
を
宣
伝
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
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順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。３
日
間
、

元
気
で
魅
力
あ
る
え
び
の
市
、
宮

崎
県
を
宣
伝
で
き
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の

後
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
行
い
、
物
産
フ
ェ
ア
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

物
産
フ
ェ
ア
で
は
、
と
れ
た
て

の
え
び
の
産
ひ
の
ひ
か
り
を
は
じ

め
、
野
菜
、
宮
崎
牛
、
畜
産
加
工

品
、
そ
の
他
特
産
品
な
ど
が
所
狭

し
と
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
も
配
布

し
て
、
え
び
の
市
の
魅
力
を
宣
伝

し
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
た
ち
は
、

米
や
肉
の
試
食
、
焼
酎
の
試
飲
を

楽
し
み
な
が
ら
品
定
め
。
初
日
か

ら
最
終
日
ま
で
、
人
が
途
切
れ
な

い
ほ
ど
の
大
盛
況
で
し
た
。

　

期
間
中
、
近
畿
在
住
え
び
の
市

出
身
者
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
関

10
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
の
３
日
間
、
大
阪
市
中
央
区
の
ス
ポ
ニ
チ
プ
ラ
ザ

大
阪
で
、「
が
ん
ば
る
え
び
の
市
物
産
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
え
び
の
市
口こ
う
て
い
え
き

蹄
疫
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
が
、
口
蹄
疫
復
興

支
援
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。
そ
の
３
日
間
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

１＝３日間、多くの人でにぎわった物産フェア２＝
スポーツニッポン新聞社大阪本社に、村岡市長から
感謝状が贈られました３＝抽選会で新米５㎏が当た
り喜ぶ来場者４＝故郷のためにチラシを配るえびの
市出身者５＝チラシは物産フェアの案内だけではな
く、裏面にはえびの市の見どころなども紹介６＝ポ
スターやのぼり旗も作成し、えびの市を宣伝７＝３
日間会場前はいつも行列８＝人通りの多いところで
物産フェアを宣伝９・10＝物産フェアで販売され
たえびの産の野菜や宮崎牛 11＝「みなほ」は大阪
の子どもたちにも大人気 12＝オープニングセレモ
ニーでテープカットを行う関係者

１

２

３

６

７

５❶

９

10

11

12

４

８

市制施行 40周年
マスコットキャラクター

みなほ
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◎水道業務量
（平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日）

給水戸数・・・・・・・・・・・　8,649 戸
給水人口・・・・・・・・・・・19,163 人
上半期給水量・・・・・・・・　  990,799 ｍ3

１日平均給水量・・・・・・・・　5,414 ｍ3

１人１日平均給水量・・・・・・　282.5 ㍑
普及率・・・・・・・・・・・・・　76.7％

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 収入率

（％）上　半　期 累　　計

水道事業収益 336,641,000 168,794,570 168,794,570 50.1

営業収益 331,166,000 166,265,578 166,265,578 50.2

営業外収益 5,472,000 2,528,260 2,528,260 46.2

特別利益 3,000 732 732 24.4
収入の営業収益は、水道料金、手数料、水道加入金など。営業外収益は、預金利息、雑収益など。

【事業収入に関する事項】 ［単位：円］

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 執行率

（％）上　半　期 累　　計

水道事業費用 331,818,000 138,632,716 138,632,716 41.8

営業費用 309,430,000 128,772,220 128,772,220 41.6

営業外費用 21,885,000 9,860,496 9,860,496 45.1

特別損失 3,000 0 0 0.0

予備費 500,000 0 0 0.0

【事業費用に関する事項】 ［単位：円］

支出の営業費用は、浄水費、配水費、給水費、減価償却費など。営業外費用は、企業債の償還利息。

◎借入金残高　8億 2,140 万円

■お問い合わせ先：えびの市水道課経営管理係
☎ 35‐1111（内線 291）

■お問い合わせ先：えびの市立病院
☎ 33‐1023

◎病院業務量
（平成 22 年４月１日～平成 22 年９月 30 日）

病床数・・・・・・・・・・・・・　50 床
入院患者数・・・・・・・・　延べ 6,799 人
外来患者数・・・・・・・　延べ 22,826 人
入院１日平均・・・・・・・・・・　37.2 人
外来１日平均・・・・・・・・・　184.1 人

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 収入率

（％）上　半　期 累　　計

病院事業収益 1,015,649,000 440,657,120 440,657,120 43.4

医業収益 934,923,000 439,355,160 439,355,160 47.0

医業外収益 80,725,000 1,301,960 1,301,960 1.6

特別利益 1,000 0 0 0.0
収入の医業収益は、入院収益・外来収益など。医業外収益は、一般会計補助金など。

【事業収入に関する事項】 ［単位：円］

区　　分 予　算　額
執　　行　　額 執行率

（％）上　半　期 累　　計

病院事業費用 1,023,555,000 461,859,394 461,859,394 45.1

医業費用 1,021,320,000 461,112,789 461,112,789 45.2

医業外費用 2,034,000 746,605 746,605 36.7

特別損失 1,000 0 0 0.0

予備費 200,000 0 0 0.0

【事業費用に関する事項】 ［単位：円］

支出の医業費用は、給与費、材料代経費等。医業外経費は、企業債の償還利息など。

◎借入金残高　49,122 万円

水道事業 病院事業

　

平
成
22
年
度
の
え
び
の
市
の
一
般
会
計
予
算
額
（
平
成
22
年
９
月
30
日
現
在
）
は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
０
７
億
５
２
７
万
円
（
対
前
年
度
同
期
比
４
・
3
％
増
）
で
、こ
の
ほ
か
に
平
成
21
年
度
か
ら
の
予
算
の
繰
越
が
、

６
億
７
６
７
１
万
５
千
円
あ
り
、合
計
で
１
１
３
億
８
１
９
８
万
5
千
円（
対
前
年
度
同
期
比
4
・
1
％
増
）と
な
っ

て
い
ま
す
。　

こ
の
合
計
額
に
対
し
て
、
平
成
22
年
９
月
30
日
現
在
の
収
入
済
額
は
、
55
億
８
１
５
８
万
2
千
円

で
収
入
済
率
49
・
1
％
、
支
出
済
額
は
40
億
７
９
４
０
万
1
千
円
で
支
出
済
率
35
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会　　　計
歳　　入 歳　　出

予　算　額 収　入　済　額 予　算　額 支　出　済　額
国民健康保険特別会計 3,661,630 1,219,018 3,661,630 1,427,412

老人保健特別会計 5,204 1,270 5,204 61

観光特別会計 34,648 15,668 34,648 21,921

介護保険
特別会計

保険事業勘定 2,746,636 1,358,688 2,746,636 1,090,333

介護サービス事業勘定 18,360 7,996 18,360 6,867

後期高齢者医療特別会計 570,401 56,801 570,401 168,655

合　　　計 7,036,879 2,659,441 7,036,879 2,715,249

区　　分 現　在　高 前年同期残高
一般会計 7,183,842 7,818,434
水道事業会計 821,404 783,194
病院事業会計 49,122 54,886

【特別会計の予算執行状況】 ［単位：千円］

【市債の状況】 ［単位：千円］

歳出

1,870,189
601,808（32.2％）

3,600,540
1,173,744（32.6％）

1,158,268
532,603（46％）

636,606
214,245（33.7％）

873,930
248,732（28.5％）

５億 10 億 15 億

予算現額（千円）
支出済額（千円）

民生費

総務費

公債費

教育費

農林水
産業費

その他

衛生費

土木費

20 億

988,710
374,412（34.8％）

1,217,182
449,246（36.9％）

～ 予
算
の
執
行
状
況
を

公
表
し
ま
す

■一般会計
福祉や教育、公園や道路建設など
の市の基本的な事業を行う会計で
す。市税や地方交付税などを主な
財源としています。

■特別会計
特定の収入を特定の支出に充てて
事業を行う会計です。市では、国
民健康保険、観光などがこれに該

当します。

■地方交付税
地方税などの自主財源だけでは財
源が足りない地方自治体に対して

国が交付するお金のことです。

■国庫支出金
国から地方自治体に交付される補
助金や委託金などのことです。

■市債
市がさまざまな事業を行うとき、
長期にわたって借りるお金のこと
です。

■公債費
市債を返還するための経費のこと
です。

■お問い合わせ先
市財政課財政係
☎ 35‐1111（内線 381）

用 語 説 明
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1,036,560
484,612（46.8％）

歳入

1,810,369
1,041,707（57.5％）

3,865,982
2,974,384（76.9％）

1,742,191

1,066,860
0（0.0％）

640,972

５億10 億15 億

予算現額（千円）
収入済額（千円）

地方
交付税

市税

国庫
支出金

県
支出金

繰越金

その他

市債

繰入金

20 億

857,677
175,745（20.5％）

408,060（100％）

～
989,875

416,753（42.1％）

※グラフは、それぞれ平成 21 年度からの繰越予算を含めた額です。
※歳出予算の「その他」は、議会費、労働費、商工費、消防費、災害復旧
　費などです。
※歳入予算の「その他」は、地方譲与税、分担金及び負担金、使用料及び
　手数料、財産収入、諸収入などです。

0（0.0％）

408,059

564,933（32.4％）



News　&　Topics◎市政ニュース（えびの市役所☎ 0984‐35‐1111）

謝辞を述べる大城戸さんご夫妻

笑いで伝えた男女共同参画 男女共同参画フォーラム in えびの各地区ののど自慢が集結 第 19 回カラオケフェスティバル

　

笑
福
亭
松
枝
さ
ん
は
「
男
女

共
同
△

さ
ん
か
くで
□

し
か
く
じ
ゃ
な
い
○ま

る

い

世
の
中
」
と
題
し
、「
男
女
が

人
権
を
尊
重
し
、
責
任
を
分
か

ち
合
う
社
会
」
の
在
り
方
を
自

身
の
体
験
談
を
交
え
公
演
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
落
語
を
と
お
し

て
男
女
共
同
参
画
社
会
の
在
り

方
を
感
じ
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
参
加
者
は
「
日
ご
ろ
何

気
な
い
出
来
事
に
も
男
女
共
同

で
な
い
こ
と
が
あ
ふ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
落
語
を

交
え
て
の
公
演
は
楽
し
く
聞
き

入
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形

成
に
向
け
、
10
月
31
日
、

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
男
女
共

同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
え
び

の
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
男
女
が

互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、

喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
個
性

と
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
男
女
共
同
参
加
社
会
の
形

成
を
広
く
浸
透
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
え
び
の
市
制
施
行

40
周
年
を
記
念
し
て
、
講
師
に

落
語
家
の
笑
福
亭
松
枝
氏
が
招

か
れ
ま
し
た
。

青
年
部
が
中
心
と
な
り
構
成
す

る
「
湯
き
ゃ
ん
実
行
委
員
会
」

が
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

発
表
で
豊
田
寧
仁
さ
ん
（
京

町
区
）
は
「
え
び
の
市
は
、
た

く
さ
ん
の
温
泉
に
も
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に

も
認
定
さ
れ
、こ
れ
を
機
会
に
、

え
び
の
市
全
体
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
」
と
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

　

湯
き
ゃ
ん
実
行
委
員
会
は
、

利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
「
温

泉
マ
ッ
プ
」
を
作
成
。
市
内
外

の
人
に
え
び
の
の
魅
力
を
感
じ

て
も
ら
う
た
め
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

環
霧
島
会
議
が
、
10
月
27

日
、
え
び
の
市
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
霧
島
連
山
を

囲
む
７
市
町
が
、
環
境
、
観
光
、

防
災
、
教
育
な
ど
に
つ
い
て
の

連
携
、
協
働
す
る
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
取
り
組
ん
で
き
た
霧

島
山
一
帯
の
「
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
」
へ
の
認
定
も
今
年
、
実
現

し
ま
し
た
。

　

会
議
後
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン

ト
の
部
で
は
、
7
市
町
の
特
色

を
生
か
し
た
地
域
活
動
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
か
ら
は
、
商
工
会

日本ジオパーク認定。ますますの連携を 第 7 回環霧島会議夫婦寄り添い 50年 平成 22 年度金婚者祝賀会

ち
な
ど
に
よ
る
踊
り
の
披
露
や

歌
謡
曲
の
披
露
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

37
組
の
夫
婦
を
代
表
し
て
、

大
城
戸
留
夫
さ
ん
・
光
子
さ
ん

夫
婦
（
京
町
区
）
が
「
50
年
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
夫
婦
の
協
力
助
け
合
い
で

歩
ん
で
こ
れ
ま
し
た
。今
後
は
、

健
康
に
気
を
付
け
歩
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

金
婚
者
祝
賀
会
が
、
11
月

5
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
37
組
の
夫
婦
が
式

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
、
金
婚
式
を
迎
え
た
の

は
、
昭
和
35
年
に
結
婚
を
し
、

50
年
目
を
迎
え
た
夫
婦
で
す
。

　

祝
賀
会
で
村
岡
市
長
は
「
二

人
で
歩
い
て
来
ら
れ
た
50
年

は
、
長
い
よ
う
で
短
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
末
長

く
歩
き
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
記
念
品
の
贈

呈
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
園
児
た

地域活動発表を聞く参加者

体験談を交え男女共同参画の落語をする笑福亭松枝さん

地
区
）、
準
優
勝
＝
佐
藤
清
生

さ
ん
（
加
久
藤
地
区
）、
第
3

位
＝
外
山
義
信
さ
ん
・
朱
里
さ

ん
（
飯
野
地
区
）
特
別
賞
＝
西

幸
一
さ
ん
（
上
江
地
区
）、
飯

田
真
子
さ
ん
（
上
江
地
区
）、

掘
口
小
夜
子
さ
ん
（
上
江
地

区
）、
田
口
宏
明
さ
ん
（
真
幸

地
区
）

　

第
19
回
公
民
館
対
抗
カ
ラ
オ

ケ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
10
月

30
日
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
各
地
区
公
民
館
の

代
表
20
人
が
自
慢
の
の
ど
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

親
子
で
出
場
の
外
山
義
信
さ

ん
は｢

私
の
方
が
緊
張
し
ま
し

た
。
娘
は
緊
張
せ
ず
に
歌
え
て

い
ま
し
た｣

と
話
し
て
い
ま
し

た
。

【
団
体
の
部
】

優
勝
＝
上
江
地
区
、
準
優
勝
＝

飯
野
地
区
、
3
位
＝
加
久
藤
地

区
、
敢
闘
賞
＝
真
幸
地
区

【
個
人
の
部
】

優
勝
＝
近
藤
勇
一
さ
ん
（
飯
野

親子で参加の外山義信さん・朱里さん 優勝した近藤勇一さん（飯野地区）
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（ういろう）

vol.31

◎今月の一品

［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］

　

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
平
成
22
年
度
生
涯
学

習
ふ
る
さ
と
料
理
講
座
で
作
っ
た
、
え
び
の
産

米
粉
を
使
っ
た
「
う
い
ろ
う
」
で
す
。

　

米
粉
は
、
小
麦
粉
の
代
替
品
と
し
て
最
近
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。
市
で
も
米
穀
の
新
用
途

へ
の
利
用
を
探
求
す
る
と
と
も
に
、
利
用
を
促

進
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
「
う
い
ろ
う
」
の
調
理
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
電
子
レ
ン
ジ
に
2
分
30
秒
か
け
、
取
り
出

し
た
後
、
容
器
の
底
か
ら
ま
ん
べ
ん
な
く
か
き

混
ぜ
る
こ
と
で
す
。

【紹介者】

ふるさと料理講座受講生の皆さん　

11月27日（土）午後 6時～
（会場：川内川京町河川敷）

※小雨決行、荒天の場合は翌日に順延

広報えびの　1617　ebino　city　public　relations.　2010.11

レ シ ピ

　
　
　
　
　
　

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

r e c i p e

【材料】18 切れ分
米粉（グルテンなし）・・・・・　200 ㌘
砂糖・・・・・・・・・・・・・200 ㌘
片栗粉・・・・・・・・・・・大さじ 1
塩・・・・・・・・・・・・・・・6㌘
水・・・・・・・・・・・・・・300cc

【作り方】
❶米粉、砂糖、片栗粉、塩をボールに
入れ、よくかき混ぜる。

❷❶の中に水を 3回くらいに分け入れ、
だまを作らないように混ぜ合わせる。

❸耐熱容器に入れ、ラップをし、電子
レンジ（500W）に 2分 30 秒かける。

❹電子レンジから取り出し、固まりか
けをよく混ぜる。

❺再びラップをし、電子レンジに 5分
30 秒かける。

が
ん
ば
ろ
う 

え
び
の
花
火
大
会

写
真
／
２
０
０
９
京
町
温
泉
花
火
大
会

えびの
四季彩色
Seasons　Color　of　Ebino
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人
広報えびの　18

vol.68◎
自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称
。

が ！ん ば る 公 館民

復活した蛭子神社での祭事

　

今
年
市
制
40
周
年
を
迎
え
ま
す

が
市
制
施
行
の
こ
ろ
は
、
中
島
地

区
も
商
店
数
も
多
く
祇
園
祭
り
・

花
火
大
会
な
ど
も
あ
り
活
気
が
あ

り
ま
し
た
。

　

大
規
模
店
の
進
出
な
ど
で
閉
店

す
る
店
が
増
え
往
年
の
面
影
が
消

え
寂
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
放
っ
て
お
い
た
ら
ま
す
ま
す

沈
滞
し
、「
元
気
だ
っ
た
町
」
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
そ
う
な
ら
な

い
た
め
に
も
地
域
元
気
づ
く
り
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地区一丸となり
元気な町に
（中島自治公民館）

　

地
区
に
加
久
藤
村
、
八
日
町
時

代
か
ら
商
売
の
神
様
と
し
て
崇あ

が

め

ら
れ
て
き
た
蛭
子
神
社
が
あ
り
ま

す
。
以
前
は
祭
り
の
た
び
に
祭
典

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
し

ば
ら
く
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。
今

年
9
月
に
近
所
の
方
々
と
地
域
・

商
売
繁
盛
の
願
い
を
か
け
て
祭
事

を
行
い
ま
し
た
。

　

も
う
1
つ
の
取
り
組
み
は
、
え

び
の
駅
の
活
性
化
で
す
。
吉
都
線

は
2
年
後
に
開
通
１
０
０
周
年
を

迎
え
ま
す
。
駅
舎
は
大
正
の
初
め

に
た
て
ら
れ
た
現
在
で
は
数
少
な

い
レ
ト
ロ
な
駅
舎
で
す
。今
後
は
、

駅
周
辺
に
桜
や
季
節
折
々
の
花
を

植
え
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
い
、
人
々

の
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
若
者
が
下
を
向
く
こ
と

な
く
顔
を
上
げ
、
目
は
し
っ
か
り

と
前
を
見
つ
め
る
元
気
な
町
を
目

指
し
ま
す
。

　　

霧
島
市
溝
辺
総
合
支
所
で

は
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
行

い
ま
す
。

【
募
集
作
品
】

　
「
世
界
に
ひ
ら
く　

人
と
自

然
・
歴
史
・
文
化
が
ふ
れ
あ
う

都
市
」
と
い
う
言
葉
か
ら
連
想

さ
れ
る
飛
行
機
を
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
み
て
い
た
だ
き
、
鹿

児
島
空
港
の
魅
力
を
市
内
外
の

方
々
へ
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

写
真
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

　

ま
た
、
空
港
で
働
く
人
々
、

出
会
い
、
別
れ
な
ど
空
港
を
取

り
巻
く
様
々
な
場
面
の
写
真
も

可
と
し
ま
す
。

【
応
募
条
件
】

　

募
集
チ
ラ
シ
に
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
。（
チ
ラ
シ
は
霧
島

市
役
所
・
霧
島
市
各
総
合
支

所
に
て
受
け
取
る
か
、
霧
島

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city-kirishim

a.jp

）
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

【
受
付
期
間
】

12
月
6
日
（
月
）
～
12
月
24
日

（
金
）
必
着

【
賞
】

○
市
長
賞
1
点　

賞
金
5
万
円

ほ
か

○
特
選
2
点　

賞
金
3
万
円
ほ

か○
協
賛
社
賞
若
干
名　

協
賛
各

社
グ
ッ
ズ
ほ
か

【
発
表
】

　

平
成
23
年
1
月
下
旬
（
入
賞

者
に
は
直
接
通
知
し
ま
す
）

【
応
募
先
】

　

溝
辺
総
合
支
所
地
域
振
興
課

「
第
5
回
霧
島
市
エ
ア
ポ
ー
ト

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局
」

〒
８
９
９
‐
６
４
９
３

溝
辺
町
有
川
３
４
１

ま
た
は

「
企
画
政
策
課
企
画
政
策
グ

ル
ー
プ
」

〒
８
９
９
‐
４
３
９
４

霧
島
市
国
分
中
央
3
丁
目
45
‐

1【
問
い
合
わ
せ
先
】

霧
島
市
溝
辺
総
合
支
所
地
域
振

興
課
地
域
振
興
グ
ル
ー
プ

☎
０
９
９
５
（
59
）
３
１
１
１

■
第
5
回
エ
ア
ポ
ー
ト
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト

中島
自治公民館長
西園章二さん

真剣なまなざしで指導を行う西山さん
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ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊

え び の の ひ と

西山剛さん

　
「
手
の
握
り
、
足
、
姿
勢
」
と

熱
の
こ
も
っ
た
指
導
を
行
う
の

は
、
え
び
の
市
青
少
年
育
成
剣
友

会
理
事
長
を
務
め
る
西
山
剛
さ
ん

（
駅
前
区
）
で
す
。

　

え
び
の
市
青
少
年
育
成
剣
友
会

は
、
剣
道
を
通
じ
、
え
び
の
市
内

の
青
少
年
の
心
身
の
育
成
と
剣
道

技
術
を
向
上
さ
せ
る
事
を
目
的
に

昭
和
40
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
活
動
と
し
て
、
年
2

回
（
夏
と
冬
）
市
内
小
中
学
生
を

対
象
と
し
た
剣
道
大
会
、
真
夏
の

練
成
げ
い
こ
や
12
月
に
行
う
4
日

間
の
寒
げ
い
こ
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

西
山
さ
ん
と
剣
道
と
の
出
会
い

は
、
小
学
校
1
年
生
の
時
で
す
。

当
時
は
体
が
弱
く
、
父
親
の
勧
め

も
あ
り
、
剣
道
を
始
め
た
そ
う
で

す
。
今
で
は
剣
道
歴
34
年
（
剣
道

6
段
）
で
す
。

　

西
山
さ
ん
は
「
本
格
的
に
指
導

者
と
し
て
子
ど
も
た
ち
を
教
え
る

の
は
10
年
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。

指
導
に
あ
た
っ
て
は
道
場
訓
を
柱

に
、
剣
道
は
も
ち
ろ
ん
、
剣
道
以

外
で
の
勉
強
、
礼
儀
な
ど
を
お
ろ

そ
か
に
し
な
い
子
ど
も
の
育
成
を

心
が
け
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

剣
道
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
た
い
こ
と
を
尋
ね
る
と
「
技

術
は
も
ち
ろ
ん
伝
え
ま
す
。私
は
、

試
合
な
ど
の
勝
ち
負
け
よ
り
も
、

真
剣
に
行
う
試
合
な
ど
で
、
子
ど

も
た
ち
に
勝
ち
負
け
以
上
の
も
の

剣道を通じて
一生の宝を見つけてほしい

を
見
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
ご
ろ
の
厳

し
い
練
習
な
ど
を
通
じ
て
仲
間
と

の
つ
な
が
り
、
生
涯
を
と
お
し
た

き
ず
な
な
ど
を
見
つ
け
て
も
ら
い

た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
市
内
の
道
場
・
各
学
校

の
剣
道
部
で
は
、
会
員
・
部
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

にしやま・つよし／ 41 歳／飯野駅前区
／趣味は、剣道（暇があれば剣道の事
を考えています）

Tuyoshi　Nishiyamaそ
の
14
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球
磨
郡
錦
町
の
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
株

式
会
社
で
10
月
16
日
、
宮
崎
ハ
ー
ブ
牛

枝
肉
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
え

び
の
市
か
ら
も
共
進
会
に
出
品
。
す
ば

ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

今
回
は
口こ

う
て
い
え
き

蹄
疫
の
影
響
も
あ
り
、
出

品
頭
数
が
例
年
よ
り
少
な
め
で
し
た
。

【
宮
崎
ハ
ー
ブ
牛
部
門
】　　

◎
最
優
秀
賞
＝
井
出
上
辰
巳
さ
ん
（
南

原
田
区
）
◎
優
良
賞
＝
太
田
幸
雄
さ
ん

（
東
長
江
浦
区
）

【
宮
崎
ハ
ー
ブ
牛(

交
雑
部
門)

】

◎
最
優
秀
賞
＝
廣
重
秀
則
さ
ん
（
出
水

区
）
◎
優
秀
賞
＝
平
岡
伸
夫
さ
ん
（
南

原
田
区
）、
前
原
義
信
さ
ん
（
出
水
区
）

◎
優
良
賞
＝
坊
野
典
義
さ
ん（
出
水
区
）

参加者に説明を行う伊地知さん（左端）

交雑種部門で表彰を受ける廣重さん

紅葉を楽しむ参加者

　

11
月
5
日
、
上
江
中
学
校
新
体
操
部

の
生
徒
７
人
が
市
長
を
訪
問
。
第
28
回

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
選
手
権
大
会

で
6
位
入
賞
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

6
位
の
入
賞
は
、
上
江
中
学
校
新
体

操
部
の
新
記
録
で
、
昨
年
の
7
位
を
上

回
り
ま
す
。

　

代
表
し
て
主
将
の
向
井
将
成
さ
ん

（
3
年
）
が
「
い
ろ
い
ろ
な
方
に
支
え

て
も
ら
い
全
国
で
い
い
成
績
を
取
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

報
告
を
受
け
市
長
は
「
全
国
6
位
は

胸
を
張
っ
て
誇
れ
る
こ
と
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。　

報告を行った生徒 7人と市長、教育長

好
成
績
を
収
め
ま
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に

　

10
月
20
日
、（
社
）
え
び
の
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
約
１
２
０

人
が
、
永
山
公
園
と
市
美
化
セ
ン
タ
ー

周
辺
の
草
払
い
と
せ
ん
定
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎

年
10
月
の
全
国
一
斉
の
「
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
普
及
啓
発
月
間
」
に
合
わ

せ
、｢

シ
ル
バ
ー
の
日｣

を
設
け
て
い

ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
、｢

シ
ル
バ
ー
の
日｣

に
合
わ
せ
、
日
ご
ろ
利
用
し
て
い
る
施

設
な
ど
を
、
感
謝
の
意
を
込
め
清
掃
す

る
と
共
に
、
同
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
広

く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
毎
年

行
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
23
日
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
え
び

の
を
会
場
に
、
秋
季
え
び
の
観
光
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

観
光
祭
で
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
物
産
展
、
カ
ヌ
ー
体
験
教
室
な
ど
多

く
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に

く
の
天
候
で
熱
気
球
体
験
搭
乗
は
、
中

止
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
他
の

催
し
で
は
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　

会
場
西
側
に
設
置
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
市
制
40
周
年
を
記
念
し
て
作
ら

れ
た
マ
ス
コ
ッ
ト
「
み
な
ほ
」
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
子
ど
も
や
家
族

連
れ
な
ど
が
み
な
ほ
と
一
緒
に
記
念
撮

影
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
25
日
、
え
び
の
市
緑
の
少
年
団

の
今
村
穂
乃
華
さ
ん
（
6
年
）、
坂
本

侑
里
花
さ
ん
（
6
年
）、
西
峯
千
洋
さ

ん
（
6
年
）、押
川
晴
佳
さ
ん
（
6
年
）、

後
藤
綾
乃
さ
ん
（
6
年
）
が
市
長
を
訪

問
。
第
34
回
全
国
育
樹
祭
で
の｢

み
ど

り
の
奨
励
賞｣

受
賞
の
報
告
と
発
表
を

行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
の
報
告
と
発
表
を
受
け
市
長
は

｢

森
の
大
切
さ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
人
に

伝
え
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら

も
、
植
樹
活
動
な
ど
か
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い｣

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
育
樹
祭
は
、
森
林
な
ど
の
大
切

さ
を
次
世
代
に
伝
え
る
こ
と
な
ど
を
目

的
に
毎
年
行
わ
れ
ま
す
。

カヌーを体験の様子

美化センター周辺を選定する会員

みどりの少年団の 5人と市長

秋
雨
の
中
の
秋
季
観
光
祭

日
ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
て

地
球
を
救
う
森
づ
く
り

　

10
月
30
・
31
日
、
宮
崎
大
学
教
育
文

化
学
部
根
岸
准
教
授
ら
16
人
が
「
京
町

温
泉
の
活
性
化
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
調

査
・
分
析
し
た
結
果
の
報
告
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

調
査
は
、
市
が
宮
崎
大
学
へ
研
究
の

テ
ー
マ
を
提
案
し
、
実
現
し
た
も
の
で

す
。
京
町
温
泉
を
外
部
の
若
い
目
線
で

分
析
す
る
こ
と
で
、
京
町
温
泉
が
活
性

化
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

報
告
を
行
っ
た
伊
地
知
夏
生
さ
ん

（
大
河
平
出
身
）
は
「
地
域
全
体
で
の

取
り
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
京
町
温
泉
、

え
び
の
市
全
体
が
盛
り
上
が
っ
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
6
位
の
実
力

紅
葉
の
中
を
散
策

　

11
月
7
日
、え
び
の
白
鳥
観
光
祭
が
、

白
鳥
温
泉
上
湯
・
下
湯
、
白
鳥
神
社
を

会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

観
光
祭
は
、
紅
葉
真
っ
盛
り
の
白
鳥

森
林
公
園
を
満
喫
し
て
も
ら
う
こ
と

と
、
白
鳥
地
区
の
観
光
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
市
内
外
か
ら
約
１
０
０
０
人

の
観
光
客
が
訪
れ
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

白
鳥
温
泉
下
湯
で
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
カ

ボ
チ
ャ
の
展
示
や
地
元
特
産
品
が
当
た

る
抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

紅
葉
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
参
加
者
は
、

白
鳥
森
林
公
園
周
辺
の
紅
葉
を
写
真
に

納
め
る
な
ど
、
散
策
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
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◎えびの市役所 ▼ ▼ ▼ 　☎ 0984‐35‐1111

【申込締切】12 月 14 日（火）
問市歴史民俗資料館
☎ 35‐3144

楽しい夜を過ごしませんか。国
際交流クリスマスパーティー
　えびの市内の小学校 3 〜 6
年生を対象に「クリスマスパー
ティー」を開催します。外国の
人たちや参加する友達と交流
し、友情を深めながら、クリス
マスを一緒に楽しみませんか。

【期日】12 月 18 日（土）
【時間】午後 5 時 30 分～午後
8 時 30 分

【会場】えびの市国際交流セン
ター

【内容】クリスマス行事・簡単
な英会話・軽スポーツ

【講師】えびの・小林市語学指
導助手（ALT）

【参加者】市内在住小学校 3 ～
6 年生

【定員】30 人
【参加料】1,500 円（軽食・プ
レゼント等）

【申込方法】 電話またはＦＡＸ

で市国際交流センターに申し込
みください。

【申込期限】12 月 6 日（月）
問市国際交流センター
☎ 35‐3211
ＦＡＸ 35‐3215

竹の子生産研修会参加者募集
　竹林管理方法や竹の子生産拡
大を図るため、宮崎県竹産業連
合会では、研修会を行います。
　竹林についての知識習得や管
理技術を学びませんか。

【期日】12 月 7 日（火）
【時間】午後１時～午後４時
【会場】飯野地区公民館（室内）、
現地

【参加料】無料
【申込方法】前日までに市畜産
農林課林務係または農産園芸係
に電話で申し込んでください。
　参加を希望される方は資料等
の準備がありますので事前に申
し込みください。
問市畜産農林課林務係・農産園
芸係
内線 221・223

新規配属職員の紹介　　　　　　　　　

10 月の活動状況 火災 0 件 年計 5 件
［えびの消防署管内］ 救急 68 件 年計 578 件

　10 月 12 日から新人 2人が、えびの署に配属になりま
した。

10 月の交通事故 人身   9 件 年計 100 件
　発生状況 物件 28 件 年計 252 件

　県内の交通事故発生状況は、10 月末現在死者数が 43
人（昨年比‐12 人）と減少していますが、その内 25 人（約
58％）が 65 歳の高齢者です。
　10 月中には、宮崎市内で夜間連続して道路横断中の高
齢者が車にはねられる交通事故が発生しています。
運転者側の留意点
○ライトの早めの点灯、こまめな切り替え
歩行者側の留意点
○反射材の活用と明るい色の服装の着用
○横断歩道の利用と横断時の左右の安全確認を確実に

　夜間の歩行者（特に高齢者）の交通事故防止に努めま
しょう。

高齢者の交通事故が増えています

子育て支援 NPO 法人募集
　高原町は、公益的な活動に取
り組む NPO 主導よる地域の実
情に沿った創意工夫ある子育て
支援活動を推進しています。地
域での子育て力を育むことを目
的として「高原町地域子育て創
生事業」を委託する NPO 法人
を公募します。

【公募期間】12 月 1 日～ 20 日
【書類提出期限】12 月 20 日
【委託額】定額（上限 1,000 千円）
【公募対象者】平成 22 年 4 月
1 日現在で、西諸管内に事務所
または事業所を有する NPO 法
人
※事業の詳細等については、
高原町ホームページ（http://
www.town.takaharu.lg.jp）に掲
載しています。
問高原町役場　町民福祉課　福
祉係
☎ 0984‐42‐2111( 代表 )

【場所】市役所本庁 1 階（1‐1
会議室）
問選挙管理委員会事務局
内線 421・422

クリスマスパーティー参加者募
集
　えびの市次世代を支援する会
では、20 歳以上の独身社会人
の方を対象に、クリスマスパー
ティーを開催します。出会いの
場として軽食やお茶を取りなが
ら交流を深めませんか。

【期日】12 月 11 日（土）
【時間】午後 5 時 30 分受付開
始

【会場】グリーンパークえびの
【定員】男性 15 人（えびの市
在住者）女性 15 人

【参加料】男性 1,500 円　女性
1,000 円

【申込方法】FAX か電子メール
で申し込みください。

〔FAX〕0984‐35‐0401
〔 メ ー ル ア ド レ ス 〕fukushi
＠ city.ebino.lg.jp
問市福祉事務所子育て支援係
内線 269

しめ縄づくり体験教室参加者
募集
　市歴史民俗資料館では、しめ
縄づくり体験教室を開催しま
す。来年のお正月は手づくりの
しめ縄を飾ってみませんか。

【期日】12 月 18 日（土）
【時間】午後 1 時～午後 3 時
【場所】市民図書館学習室
【定員】20 人
※ 10 人に満たない場合は取り
やめることもあります。
※申込者多数の場合は抽選にな
ります。

【参加費】100 円（保険料）

ご利用ください。市中小企業融
資預託年末資金
　市では、中小企業の振興に寄
与することを目的に、市内商工
業者に対して、年末に必要な資
金を融資します。

【申込受付期間】11 月 8 日（月）
～ 12 月 24 日（金）

【申込方法】申込受付期間内に、
借入申込書をえびの市商工会を
経由して取扱金融機関に提出し
てください。

【融資対象者】市内商工業者
【資金の使途】運転資金
【融資限度額】200 万円以内
【融資期間】平成 22 年 11 月 8
日（月）～平成 23 年 3 月 9 日

（水）
【融資利率】年 3.3％
※うち 2.9％の利子を市が負担
します。

【保証人】1 人以上
【償還方法】取扱金融機関が定
めます。

【取扱金融機関】高鍋信用金庫
（飯野支店、加久藤支店）
宮崎銀行（飯野支店、真幸支店）
問市観光商工課企業誘致・商工
振興室
内線 333
　

申請ください。NHK 放送受信
料免除
　障害者手帳の交付を受けた方
で、下記の要件を満たす方は
NHK 放送受信料の減免を受け

ることができます。
○申請者の条件

【全額免除】
　「身体障害手帳」「療育手帳」

「精神障害者保健福祉手帳」の
いずれかの交付を受けている方
が世帯構成員であり、世帯全員
が『市町村民税非課税』の場合。

【半額免除】
・身障手帳の視覚または聴覚を
持っている方が世帯主で受診契
約者の場合
・身障手帳の 1 ～ 2 級を持って
いる方が世帯主で受診契約者の
場合
・療育手帳 A を持っている方が
世帯主で受診契約者の場合
・精神障害者保健福祉手帳１級
を持っている方が、世帯主で受
診契約者の場合
問市福祉事務所福祉係
☎内線２６１

未来のためにみんなで投票
　12 月 26 日（日）は、宮崎
県知事選挙の投票日です。
　投票所入場券（ハガキ式）は、
1 人につき 1 枚届きますので、
投票日には投票所入場券をご持
参ください。

【投票日】12 月 26 日（日）
【場所】入場券で指定された投
票所

【投票日の投票時間】午前 7 時
から午後 6 時（えびの市は午
後６時までです）
※投票日当日、不在等で投票で
きない方は、下記のとおり期日
前投票ができます。投票所入場
券をご持参ください。

【期日前投票のできる期間】
12 月 10 日（金）～ 12 月 25
日（土）

【時間】午前 8 時 30 分～午後
8 時
※土・日曜日も期日前投票がで
きます。

・お知らせ・

・募　　集・

重留良次
（東川北区出身）

日々努力し、地域に貢献
できるようがんばります。

すごい先輩方に早く追い
つけるようがんばります。

廣澤俊
（東川北区出身）
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掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

し の めもく ら

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）阿野文雄さん☎ 0984‐37‐1653

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

　秋から冬にかけては、風邪などの感染症やノ

ロウイルスによる食中毒が流行しやすい時期で

す。ノロウイルスは手指や食品などから口を通

して感染し、嘔
おうと

吐や下痢、腹痛などを起こしま

す。

　これらの予防に、もっとも効果的で簡単な方

法は『手洗い』です。「寒いから」「めんどうだ」

という理由で、指先だけさっと水で流すような

手洗いをしていませんか？これでは洗っていな

い部分が多く手洗いをしていないのとほとんど

かわりません。外出後やトイレの後、食事の前

などは、しっかり手を洗う習慣をつけましょう。

【正しい『手洗い』の仕方】

　一見汚れていないように見えても、手や指に

は目に見えない汚れやウイルスなどがついてい

ます。水だけで簡単に洗うのではなく、せっけ

んなどを使い、時間をかけて手全体を洗うよう

気に笑
って

健康
え び の

にしましょう。

（手の洗い方）

①手をぬらし、せっけんをつけて泡立てる。

②指先から手首まで指の腹を使ってこする。

③指を組んで指の間をこすりあわせる。

④親指を握り、つけ根から指先まで洗う。

⑤手のひらをひっかくようにして爪を洗う。

⑥片手で手首を握り、回して洗う。

⑦水で流しながらせっけんをおとす。

　また、体の外と中をつなぐ最も大きな部分が

口です。風邪のウイルスは口の中だけでなく、

のどにもつくので体内に入らないように、『う

がい』をすることも効果的な予防法です。

　『うがい』をするときは、歯をみがいた後に

するような「ブクブクうがい」ではなく、のど

まで洗う「ガラガラうがい」をしましょう。
参考資料：「食育ブック」少年写真新聞社

『D列車でいこう』

　廃線が決定したローカル鉄道を立て直す
ため、鉄道にはシロウトでよそ者の３人の
男女が立ち上がる。才色兼備でMBA取得
の女性ミュージシャン、良心的な融資を誇
りにしてきた元銀行支店長、そして鉄道オ
タクのリタイア官僚。彼らが繰り出す夢
いっぱいのアイデアに地元の人々も巻き込
まれ、協力者となって行く。
　そんな彼らの思いにあなたも風を起こし
たくなるのでは。

　
　
　
敬
老
の
日
孫
の
電
話
の
優
し
さ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仰
ぐ
夜
空
の
十
三
夜
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栗
下
区
　
長
谷
タ
ツ
エ

　

日
の
光
に
秋
を
、
空
の
高
さ
も
、
ま
た
秋
ー
。

　

大お
お
さ
む
こ
さ
む

寒
小
寒
の
霜
月
を
迎
え
、
も
の
が
な
し
さ
を
覚
え
る
頃こ
ろ

、
お
孫
さ
ん
か
ら
の
電

話
に
心
温
ま
る
思
い
で
、
夜
空
を
仰
げ
ば
旧
暦
九
月
十
三
日
の
夜
の
月
で
古
来
よ
り

最
も
美
し
い
月
と
さ
れ
て
い
る
日
本
固
有
の
月
の
夜
で
あ
っ
た
。
作
者
の
詩
情
、
感

性
、
心
の
や
さ
し
さ
の
表
れ
た
詠う
た

で
あ
る
。

　
　
　
師
の
葬
の
あ
と
追
ひ
か
け
て
北
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
町
区
　
押
領
司
勝

　

昨
年
２
月
、
俳
句
の
指
導
を
受
け
て
い
た
先
生
が
亡
く
な
っ
た
。
市
役
所
を
退
職
、

茫ぼ
う
ぜ
ん然

と
し
て
い
た
私
に
俳
句
を
す
す
め
て
く
れ
た
先
生
だ
っ
た
。
も
と
よ
り
俳
句
知

識
に
乏
し
い
私
が
、
何
と
か
人
前
に
出
せ
る
も
の
が
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
先

生
の
指
導
の
お
か
げ
で
あ
る
。

　

今
年
も
あ
と
わ
ず
か
、
明
け
れ
ば
も
う
三
回
忌
で
あ
る
。

　
　
　
　
「
い
つ
も
の
よ
う
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
鳥
区　
　

西
幸
一

日
常
な
に
げ
な
く
行
う
行
動

季
節
を
忘
れ
ず
毎
年
咲
く
花
々

そ
し
て
故
郷
の
川
に
遡
上
す
る
鮭さ
け

、

産
卵
に
来
る
ウ
ミ
ガ
メ

こ
の
世
は
雨
七
日
陽
七
日
風
七
日
と

生
前
母
が
と
き
た
ま
口
に
し
て
い
た
が

自
然
界
だ
け
で
な
く
人
間
界
に
も
通
ず
る

言
葉
と
も
思
う

い
つ
も
の
よ
う
に
な
に
げ
な
く
を
繰
り
返
す
事
が

で
き
な
く
な
っ
た
時
、
人
は
不
安
を
感
じ

咲
く
花
々
帰
る
鮭
等
の
生
命
維
持
も

難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

　特集の取材で、えびの市の歩みについて、あらためて知
ることができました。知らなかった歴史を取材先で聞いた
り、過去の広報を見たりしました。大変ためになりました。
　最近寒くなりましたので、風邪などをひかないよう気を
つけてください。（川野）
　
　広報えびの 10 月号の「守ろう貴重な水資源」の表中に誤
りがありました。環境基準 BOD・2以上、SS・25 以上となっ
ていましたが、それぞれ 2以下、25 以下の誤りです。お詫
びして、訂正します。

短
　

歌
俳
　

句

詩

阿川大樹／著
（徳間文庫）

（
自
註
）

（
評　

竹
下
妙
子
）
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今月の
納税

■藤嶋栄養士（健康保険課）手洗い・うがいできていますか

悪質商法、振り込め詐欺にご注意

国民健康保険税　　　　　　第 5期
11 月 30 日までに納めましょう。

◎えびの市の人口
　男性／ 10,044 人（－ 12 人）
　女性／ 11,408 人（－ 12 人）
　合計／ 21,452 人（－ 24 人）
◎えびの市の世帯数　　　　　
　9,186 世帯（－ 4世帯）

（平成 22年 11 月１日現在）

転入／ 28 人
転出／ 51 人
出生／ 19 人
死亡／ 20 人

る相談等など
　専門の職員や相談員が受け、問題解決の助言や情報
提供あっせんなどをします。
　一人で悩まず早めに専門家や市町村の窓口に相談し
ましょう。

【問い合わせ先】
宮崎県消費生活センター
☎（0986）25-0999
都城地方消費者センター
☎（0986）24-0999
市民課生活環境係
☎（0984）35-1111（内線 285）
文：くらしのアドバイザー杉元美知子さん（西川北区）

　近年、悪質商法や振り込め詐欺、商品事故、食品偽
造などさまざまな消費者問題が発生しています。
　このようなトラブルに関して困った時、相談出来る
「消費生活センター」があります。
　消費者センターとは地方公共団体が運営する「消費
者のための相談業務を行う機関」で多重債務など消費
生活での悩みや苦情に応じ問題解決の手助けをしま
す。相談は無料です。相談内容が外部に漏れることは
ありません。
主な相談は
・商品購入等で生じた苦情相談
・消費者事故（製品事故に起因する消費者被害を含む）
に関する相談
・商品やサービスの知識・購入方法に関する相談
・日常の消費者生活のあり方など消費生活全般にわた
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三
徳
院
所
蔵
の
琵
琶
撥ば

ち

145

　

撥
の
長
さ
が
二
三
・
五
セ
ン
チ
、

撥
先
の
開
き
が
四
八
セ
ン
チ
、
重
さ

が
二
九
〇
グ
ラ
ム
。
撥
先
が
大
き
く

広
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
今
日
の

薩
摩
琵
琶
の
撥
に
近
い
形
を
し
て
い

る
。

③
撥
面
に
和
歌
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

　
（
原
歌
と
作
者
）「
武
蔵
野
や
ゆ
け

ど
も
秋
の
は
て
ぞ
な
き
い
か
な
る
風

か
末
に
吹
く
ら
ん
」（
源
通
光
）、「
行

き
暮
れ
て
木
の
下
影
を
宿
と
せ
ば
花

や
今
宵
の
主
な
ら
ま
し
」（
平
忠
度
・

平
家
物
語
）

④
薩
摩
琵
琶
の
撥
は
、
本
来
、
ツ
ゲ

が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
撥
は

椿
で
作
ら
れ
て
い
る
。

　

撥
は
、
現
在
、
え
び
の
市
歴
史
民

俗
資
料
館
の
常
設
展
示
場
で
展
示
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

栗
下
地
区
に
あ
る
三
徳
院
は
、
天

台
宗
・
常
楽
院
法
流
に
属
す
る
地
神

盲
僧
寺
で
す
。

　

島
津
義
弘
と
伊
東
義
祐
の
間
で
行

わ
れ
た
「
木
崎
原
の
戦
い
」
元
亀
三

年
（
一
五
七
二
年
）
で
は
、
島
津
義

弘
が
大
勝
し
ま
し
た
。
永
禄
年
間

（
一
五
五
八
年
～
一
五
六
九
年
）、
三

徳
院
の
盲
僧
・
菊
一
（
真
盛
）
は
、

島
津
義
弘
の
密
命
を
う
け
菱
刈
、
小

林
、
須
木
、
野
尻
城
下
ま
で
も
潜
入

し
密
偵
の
功
を
た
て
ま
し
た
。

　

そ
の
功
を
受
け
、
天
正
三
年

（
一
五
七
五
年
）
島
津
義
弘
が
白
鳥

権
現
を
参
拝
し
た
時
、
栗
下
本
町
の

現
在
地
を
直
々
に
拝
領
し
、
寺
院
が

建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
徳
院
は
、
史
跡
と
し
て
昭
和

六
十
年
（
一
九
八
五
年
）
三
月
十
一

日
に
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
二
十
一
年
二
月
十
九
日
、
日

本
の
琵
琶
を
研
究
し
て
い
る
武
蔵
野

音
楽
大
学
の
薦
田
治
子
教
授
が
、
三

徳
院
で
所
蔵
し
て
い
る
薩
摩
盲
僧
琵

琶
撥
を
調
査
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

こ
の
琵
琶
撥
は
、
大
変
貴
重
な
も
の

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
作
者
と
制
作
年
代
が
柄
の
部
分
に

掘
ら
れ
て
い
る
。

　

作
者
「
日
向
国
諸
県
郡
之
内
綾
於

中
道
村
二
作
之　

作
者
兼
府
住
人
平

季
直　

此
主
綾
之
住
人
徳
永
慶
順
」

　

制
作
月
日
「
享
保
二
十
年

（
一
七
三
五
年
）
卯
六
月
吉
拝
日
」

二
七
五
年
前
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は

な
い
か
。　

②
特
別
に
大
き
い
。

琵琶と撥（写真左）、撥の両面（写真右）

（
文
／
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）

広報えびのは環境にやさしい大豆油
インキを使用しています。


